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【卓話】

東日本大震災の避難者と支援者の会

「11の会」代表 浅田 正文 様

冒頭、浅田様より福島原発事故が起きてから7年半が経過し、
日本国内において原発事故が忘れ去られてきている中で、福
島の事を語れる機会を与えていただいた事に感謝しますとの
ご挨拶がありました。

浅田様より、もともと東京でサラリーマン生活をしていまし
たが、早期退職で福島に移り、福島原発25キロのところに住
んでいて、事故前は自然豊かな山の中で自給自足生活をし、
四季折々の自然を感じながら至福の時間を過ごしていたが、
原発事故により終の棲家を追われ、縁あって金沢に避難し今
に至っていますとの事。

事故後の現在の福島の状況について話していただき、避難者
として率直な気持ちを語っていただきました。

・今なお、緊急事態宣言発令中であること。

・年間被ばく許容量が20mSv/y（福島県外と事故前の福島は
1mSv/y）

・福島県のテレビでは放射線量の数値が天気予報のように映
し出されていること。

・放射線監視装置（モニタリングポスト）県内に3,000か所
設置されているが、その内2,400か所が2020年度までに撤去
する方針を今年3月に原子力規制庁が出していること。

・環境省が二本松市で8,000ベクレル/㎏以下の土壌を道路の
路床材として再利用し50㎝覆土する実証実験計画があったこ
と（市民の声で撤回された）

・福島原発では凍土壁完成後も1日に150トンもの大量の放射
能汚染水が生じており、多核種除去設備（ALPS）で放射性
物質を除去していますが、トリチウム（3重水素放射性物
質）水と性質が似ており除去できず、原発構内の貯水槽に保
管されていますが、原子力規制委員会は限度があるとして、
海水放水を促していることなど。

・「11の会」では福島県から石川県や県外に避難している人
を対象に、甲状腺検診の費用を負担する活動もしている事。

・避難者の方々は過剰避難のレッテルを貼られ肩身の狭い思
いをしている事。

特に子供たちはその理由でいじめにあっていることもある。
原発事故の避難者としての貴重なお話しを拝聴する事ができ、
原発事故から7年半が経過した今でもさまざまな問題が解決
にまで至っていない事を知るよい機会となりました。

開会点鐘

ロータリーソング斉唱 我等の生業

会長挨拶 竹澤会長

本日のご来訪者 「11の会」代表 浅田正文様

白山RC 木村俊夫様

交換留学生ジャーナさん

幹事報告 下原幹事

委員会報告 広報委員長 矢原憲雄様

・会員の声募集について

・3RC合同ゴルフコンペのご案内

ｸﾗﾌﾞ管理運営委員会 立石昌広様

・出席率報告 73.8％

ニコニコBOX報告 吉田康志様

四つのテスト唱和 西村信夫様

閉会点鐘

10月3日 第1868回例会

卓話 （株）ﾊｲﾃﾞｨﾜｲﾅﾘｰ代表取締役社長

高作正樹様

10月10日 第1869回例会 会員卓話 本村幸宏様

10月17日 第1870回移動例会

金沢工業大学「白山麓キャンパス」見学

10月24日 第1871回例会 5RC合同例会

10月31日 第1872回例会 卓話 米山奨学生 周蕾さん



白山石川RC 木村俊夫様

本日はお世話になります。

竹澤 広報委員会の皆さん、昨日の新会員研修会あり
がとうございます。

下原 浅田正文様、本日は卓話をありがとうございま
した。

石澤 木村さん、ようこそいらっしゃいました。

榎本 浅田様、本日は貴重な卓話をどうもありがとう
ございました。

松岡 日曜日、ツールド西美濃135キロ完走しました。

中川 先週、失念して休んでしまいました。すみませ
ん。

中井 浅田様ようこそ

瀬村(誕生記念)、立石(誕生記念)、松井、吉田康志、齊藤

9月26日 職場例会 航空自衛隊小松基地

10月17日 移動例会 金沢工業大学白山麓ｷｬﾝﾊﾟｽ

10月24日 5RC合同夜間例会（ホスト野々市RC）

10月27日 地区大会（指導者育成セミナー、

RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会）

10月28日 地区大会（本会議ⅠⅡ、記念講演）、

大懇親会

11月4日 水源の森づくり

11月16日 3RC合同親睦ゴルフコンペ

ツインフィールズ ゴールドコース

ガーベラ（黄）

花言葉：親しみやすい

原産地：南アフリカ

ご購入者：新保様、中井様、西村様、本田様、

柳生様

13 22,000

基本的教育と識字率向上月間

306,000


